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３． 代表的研究成果 
1） 永久塩泉による海洋深層水湧昇と海洋表層緑化に関する研究  
 中緯度域に分布する“海洋砂漠”と称される栄養塩の少ない海域に、栄養分に富む海洋深層水の汲み上げ

を大規模に展開して、その海域を局所的に富栄養化することで海洋の森を作る計画（ラピュタ計画）を

実験的・解析的に検討している(図 1)。2009 年および 2012 年にマリアナ海溝近郊にて 300m 超のパイプ

を用いて大規模湧昇実験を実施した(図 2、3)。 

 
図 1 沖の鳥島ラピュタ計画とパイプ配置      図 2 海洋実験におけるパイプの設置展開 

     
図 3 大規模海洋実験におけるクロロフィル分布    図 4 静粛超音速複葉機 MISORA(想像図) 
  

2) 超音速複葉翼理論の研究  

 超音速機開発における重要課題であるソニックブーム騒音の解決に向けて、超音速複葉翼理論の構築

に取り組んできた(図 4)。これまでに、超音速複葉翼理論を数値シミュレーションにより構築し、弾道飛

行装置を用いた自由飛行による近傍場圧力計測法を確立し(図 5)、また模型を直接支持することなく磁力

で超音速風洞内に保持する磁力支持天秤装置の研究を行っている(図 6)。 

      
図 5 超音速複葉翼飛行試験      図 6 磁力支持天秤準備実験の様子 

－81－



 
 

 

8.3  GCOE 融合フロンティアプロジェクト 
流動ダイナミクスの持つ優れた実践力と迅速性を生かして、人類が直面する様々な問題の解決に資す

るため、社会が要請する問題解決型の「融合フロンティアプロジェクト」を組織する。融合フロンティ

アプロジェクト研究を通して様々な諸問題を解決して社会に貢献した。 
 

8.3.1 「流動ダイナミクスと医療の融合」プロジェクト 

グループリーダー：圓山 重直 

メンバー：小玉 哲也、太田 信、畠山 望、白井 敦、小宮 敦樹 

 

�� 

本プロジェクトでは、生体・医療分野における流動ダイナミクスに関連する現象解明や、流動ダイナミ

クスとの融合による新たな治療技術に関する研究を平成 21 年度より進めてきた。音響性リポソームを用

いた画像診断・分子導入システムの開発、副腎モデルと血管内カテーテルの挙動、超高速化量子分子動

力学法による巨大タンパク分子 p53 の癌抑制機能の解明、傾斜遠心顕微鏡を用いた血管内皮細胞と好中

球の機械的相互作用の解析、レーザー治療における生体組織内の能動伝熱制御という各研究テーマそれ

ぞれで生体・医療分野と流動ダイナミクスとの融合研究が進展・達成された。以下に得られた主な研究

成果の詳細を示す。 
 
超高速化量子分子動力学法による巨大タンパク分子 p53 の癌抑制機能の解明 
 これまでは、計算負荷の観点から、極めて限定された局所構造のみでしか検討できなかった、タンパ

ク‐受容体間の化学相互作用の量子論的解析について、独自に開発した超高速化量子分子動力学法を用

いることによって、巨大分子をそのまま計算できるようになった。癌抑制遺伝子の一つである、分子量

53,000 の巨大タンパク分子 p53 に対して本手法を適用し、DNA との水素結合による相互作用を計算す

ることにより癌抑制機構を初めて理論的に解明した例を、以下に示す。野生種 p53 は、R248 および R280
の水素結合によりDNSにドッキングして癌抑制作用が発現するが（図1a）、発癌性とされる点変異R249S
が生じると水素結合が見られず（図 1b）、従って癌抑制作用が失われることが明らかとなった。さらに、

R249S に加えて H168R の点変異も存在する変異種では、再び R248 および R280 の水素結合が生じるよ

うになり、癌抑制作用が復活する（図 1c）。さらに、他の発癌性点変異 R273H についても、低分子化合

物 CP-31398 が水素結合を補うことにより、DNA との相互作用が回復して癌が抑制できる機構も、同様

の手法で明らかにしてきた。 
 
レーザー治療における生体組織内の能動伝熱制御 
 癌治療等におけるハイパーサーミアを想定し、波長 1.064 μm の近赤外 YAG レーザーに着目して、生

体組織深部方向の能動温度制御手法の開発を行い、温度場の評価を行った。生体組織表面を強制対流に

て効果的に冷却することで、生体組織内部に最大値をもつ温度分布を形成することができると予測し、

二次元軸対称モデルでの数値計算および実験を実施することで評価を行った。数値計算では物性値に皮

膚の値を用い、熱伝導解析における境界条件は皮膚表面を熱伝達率 h = 200W/(m2·K)の境界条件とし、生

体組織深部は温度一定(37℃)とした。昨年までの研究結果から、レーザー出力は数 W～数十 W 程度でな

ければ生体組織内部において温度分布の形成が難しいことから、レーザー出力を 10W とした。各時刻に

おける二次元温度分布を図 2 に示す。生体組織表面ではなく、内部で最高温度をとっており、組織内部

に癌治療に有効な最高温度を有する温度分布を形成できることが分かる。また最高点近傍領域では冷却

装置により効率的に冷却されていることが確認できる。これらの結果から、皮下に存在する腫瘍の治療

などへ応用できる可能性があると考えられる。 
 生体組織深部方向の温度分布を図 3（(a)計算結果、(b)実験結果）に示す。実験では、加熱開始直後は

特異な温度分布は形成されないが、加熱後 100 秒ほどで、計算結果に見られる生体組織深部にピークを

持つ温度分布が形成されることがわかる。最高点温度に関しては、計算結果と実験結果に大きな違いが

あるが、表面冷却を施すことで内部に最高温度点を形成できる可能性を実験的にも確認できた。YAG レ

ーザーを用いたレーザー治療において、レーザーの出力・照射時間を調節することで、生体深部の組織

を治療に適した温度に制御できることが期待される。
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  (a)計算領域    (b) t =10 秒後の温度分布 (c) t =50 秒後の温度分布   (d) t =100 秒後の温度分布 

Fig. 2 10W レーザー照射時の表面強制対流冷却（h=200W/(m2·K)）における生体組織内温度分布 

 

              (a) 計算結果                 (b) 実験結果 
Fig. 3 YAG レーザー軸上における生体組織深部方向の温度分布変化 

 

DNA DNA

(a) 野生種p53とDNA (b) 点変異R249S-p53とDNA (c) H168R&R249S-p53とDNA

R248とR280がDNAと相互作用
⇒ 癌抑制

R248とR280がDNAから離れる
⇒発癌性

R248とR280がDNAと相互作用
⇒ 癌抑制
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Fig. 1 量子分子動力学法による p53 の野生種および変異種と DNA との相互作用解析 
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8.3.2 「原子力発電プラントの流動誘起損傷のメカニズム解明と評価」プロジェクト 
グループリーダー：高木 敏行 

サブリーダー：内一 哲哉，遊佐 訓孝 

メンバー：小原 拓，三浦 英生，橋爪 秀利，渡辺 豊，石本 淳，伊賀 由佳，江原 真司 

 
 原子力発電設備の管理において、冷却材の流れによって加速される損傷を制御することは重要な課題

である。本プロジェクトでは特に配管減肉に着目して、その合理的な管理に必要なメカニズムと評価に

関する取り組みを行なった。配管減肉現象は、流動と材料との相互作用により生ずるものであり、その

メカニズムを解明するためには、流動研究と材料劣化研究との融合が必要である。さらに、材料と流体

とのミクロな界面現象から配管システムの流動に至るまでの様々なスケールで議論を行なう必要がある。

本プロジェクトにおいては、様々な分野の研究者が参加し、以下に示す要素研究とその統合に関する取

り組みを行なった。 
  
１．主な研究成果 
１）配管減肉のメカニズム解明と予測システムの開発 
 炭素鋼配管の流れ加速型腐食（Flow Accelerated Corrosion: FAC）は、軽水炉の冷却水バウンダリー

の信頼性に大きな影響を及ぼす重要な経年劣化事象である。実験による FAC 減肉速度の評価ならびに酸

化皮膜解析に基づき、減肉モデルを検討した。酸化皮膜の特性（膜厚ならびに空隙率）が FAC 速度と密

接な関係を持つこと、酸化皮膜内の Cr 濃縮による皮膜溶解度の低下が FAC を抑制し、母材／酸化皮膜

界面での水素発生によるマグネタイト溶解度の増大が FAC を加速する事が示唆された。一方、マクロな

旋回流が実機配管での減肉に大きく影響しているという報告もあり、減肉管理の立場からは大局的な流

況の評価も重要となってくる。本研究では複雑配管レイアウトのモデルを構築し、旋回流の発生とその

減衰特性を明らかにするとともに、偏流の際に生じる旋回流は旋回成分の強い場所が非常に偏ったもの

になることを明らかにした。 
原子力発電所の配管系と高速熱流動をスーパーコンピュータ上に再現し、液滴衝撃(LDI)エロージョン

の発生箇所・原因を事前に予測するシステムを確立した。図１は原子力発電プラントエルボー部におけ

るエロ—ジョンを再現したものであり、エロージョン発生部位と減肉量の予測が可能であることを示して

いる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 原子力エルボ配管内エロージョンレート分布に関するコンピュテーションと実現象 
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２）配管減肉の検査の高度化に関する研究 

 流れ加速型腐食及び液滴衝突エロージョンに起因する配管減肉の管理の高度化のためには、メカニズ

ム解明及び耐減肉特性の高い材料の開発研究に加え、減肉を早期に検出し定量的に評価を行うための非

破壊検査技術の開発も重要な課題である。現在の配管減肉管理は超音波厚さ計を利用した肉厚測定に基

づいているが、検査箇所が膨大な数にのぼり多大な検査時間と労力を要することが課題としてあげられ

る。また、超音波厚さ計が適用できない箇所もある。本研究では、マイクロ波を用いた配管内壁面一括

探傷技術について可能性を示すとともに、有効な検査方法が確立していない補強板付 T 字配管の補強板

下の減肉について、励磁制御渦電流試験法の有効性を示した。 

  
２．国内外連携活動 
 我が国を含むアジア諸国における原子力保全に関わる若手育成に資することを目的として、「保全科学

サマースクール」を平成 22 年度から下記の通り毎年実施した。原子力の健全な平和利用を目指すアジア

諸国を中心とした国の大学院生か、若手の研究者または技術者で、将来、原子力の平和利用活動に従事

し、それを推進することが期待される者を募集し、保全科学の基本的考え方や重要性などについて教育

を行った。さらに、参加学生間の交流を深め、継続的なコミュニケーションを促すことにより、原子力

分野の有為な人材の育成を目指している。 

 

  第 1 回：平成 22 年 7 月に東北大学において開催 

  第 2 回：平成 23 年 7 月に大阪大学において開催 

  第 3 回：平成 24 年 7 月に中国北京の清華大学において開催（図２） 

 

 この他に、「原子力発電所のための保全科学と保全技術に関する国際セミナー」を 2010 年 11 月に開催

するなど、原子力発電所のための保全科学の構築に向けた情報発信をおこなっている。 
 原子力発電所のための保全に関する国際共同研究として、フランス国立応用科学院リヨン校、韓国成

均館大学校、ハンガリー科学アカデミー、中国西安交通大学との共同研究を実施した。フランス国立応

用科学院リヨン校とは、本学とリヨン大学群とのジョイントラボラトリープログラム ELyT との連携に

より、応力腐食割れに関する共同研究（渡辺 豊）、高温材料の非破壊評価に関する研究（高木敏行、内

一哲哉）を進めた。韓国成均館大学校とは、原子力構造材料の表面劣化に関する評価について、超音波

試験と渦電流試験を融合させる観点から共同研究を実施した（高木敏行、内一哲哉）。 
 
 

    

図２ 清華大学におけるサマースクールの様子 
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8.3.3 「次世代環境適合型航空機の研究」プロジェクト 
  グループリーダー：大林 茂 

メンバー：山本 悟、升谷 五郎、福西 祐、浅井 圭介、澤田 恵介、丸田 薫、鄭 信圭、 

竹島 由里子 

 
 エネルギー・環境問題と科学技術のあり方は、21 世紀の重要なキーワードとなった。本プロジェクト

では、航空宇宙分野における新しい環境技術の開発を目指している。具体的目標として、鉄道並みの利

便性を持つ次世代環境適合型航空機と、飛躍的に環境適合性を高めるハイブリッドロケットの研究を進

めるものである。3 年間の活動では、本グローバル COE プログラムが主催する国際会議「流動ダイナミ

クスに関する国際会議（ICFD）」において、東北大学 JAXA 研究協力協定に基づく共同研究の一環とし

て航空と宇宙の 2 つの OS を企画し、また毎年数件の個別の研究を実施してきた。以下では、2 つの OS
のまとめと、最新の個別研究の代表例 2 件を報告する。 
 
1) 環境適合型ハイブリッドロケットの研究 
 この OS は、JAXA 宇宙科学研究所の嶋田教授と澤田が共同でオーガナイズした。我が国のハイブリッ

ドロケット研究は多くの研究拠点で個別に推進されてきたが、2008 年度に JAXA 宇宙科学研究所の研究

WG としてハイブリッドロケットに関する研究 WG が正式に発足し、国内研究者の組織化が進められて

きた。本 OS はその活動とタイアップし、我が国のハイブリッドロケット研究のプレゼンスを高めるとと

もに、国際協力を進める布石となった。 
 海外からの招待講演者はのべ 15 名となり、参加国は米国、イギリス、ドイツ、フランス、イタリア、

ノルウェー、韓国、台湾である。招待講演以外の一般講演も年々拡大し、平成 24 年度には 19 件に上り

その中の 8 件は外国人による発表であった。発表内容は多岐に渡りハイブリッドロケットの周辺技術へ

の取り組みが一斉に進められていることが分かった。このオーガナイズドセッションでは毎回最後に

wrap up が行われ講演内容にかかる重要点や技術的課題が抽出される。それらは過去 2 回のまとめに追

記される形で作成され参加者に配布された。このまとめの作成と配布は各国からの参加者の共通認識を

深めるものであり国際協力の一つと言えよう。 
 
2) 環境適合型航空機の研究 
 この OS は JAXA 研究開発本部の渡辺重哉氏と浅井・大林が共同でオーガナイズした。本 OS の目的

は、航空輸送の環境に対するインパクトを測り、必要とされる技術を議論することである。航空輸送量

は今後 15 年程度で現状の 2 倍となることが予想されており、環境へのインパクトが、絶対量としても、

他の輸送機関に対する相対量としても大きくなることが予想されている。持続可能な社会へ向けて、新

しい技術革新が求められている。 
 海外からの招待講演者はのべ 9 名となり、参加国は米国、ドイツ、韓国である。本 OS に関連して、

特に平成 23、24 年度と 2 年続けて米国より、NASA の次世代環境適合型航空機に関する研究プロジェ

クトの最先端の研究内容が、ICFD 全体の基調講演として発表されており、JAXA からの招待講演者とあ

わせて、日米欧の環境適合型航空機の専門家がそろう貴重な機会を提供した。 
 実験と計測の融合を指向する計測融合シミュレーションや、本グローバル COE プログラムでも進めら

れてきた超音速航空機に関する国内外の最新の成果が報告され、航空輸送のインパクト見据え、必要な

技術を議論する上で、大きな成果となった。 
 
3) Building Cube Method による航空機周りの騒音伝播解析 
  担当者：中橋 和博、大林 茂 
 次世代航空機では騒音規制の強化が予想されることから，当研究グループでは空港騒音を大きく低減

する可能性のある航空機形態の一つとして、エンジンナセルを翼上面に取り付けた Over-the-Wing 
-Nacelle 形態の騒音伝播解析を行っている。直交格子を用いる Building Cube Method において線形化

オイラー方程式を解く手法を開発し、Over-the-Wing-Nacelle 形態における地上騒音の遮蔽効果について

検討を行った。 
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(a) DLR-F6                     (b) Over-the-Wing-Nacelle Configuration   
図 1 航空機表面における音圧強度(log(Prms)) 

 
4) 動的風洞の計測融合シミュレーション 
  担当者：浅井圭介、大林茂 
 シリアル型のロボットマニピュレータを用いて風洞内でデルタ翼模型を強制加振させる装置を開発し

た。この装置を用いてロール振動するデルタ翼の空気力と表面圧力分布の計測を行った。圧力分布の測

定には高速応答型の感圧塗料（PSP）を使用し，模型の回転方向の違いによる渦崩壊の時間遅れの影響

を可視化することに成功した。そのデータを用いた計測融合シミュレーション技術も開発している。 

 
図 2 デルタ翼の動的風洞実験で計測された空気力と表面圧力分布 
（実験条件：U = 30m/s，Δφ=30 deg，k  =0.01 (f = 1 Hz)） 

X
Y

Z
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8.3.4 「ナノ・マイクロプロセス」プロジェクト 

グループリーダー：寒川 誠二 

メンバー：石本 淳、徳増 崇、佐藤 岳彦、米村 茂、三木 寛之 

 
プラズマプロセス、ビームプロセスおよび原子分子操作プロセスにおいて、ミクロに表面に入射する

活性種のエネルギー、種類、反応生成物、導電性などのセンシングを行い、計算を融合して、プラズマ

損傷およびエッチング形状予測が可能とするオンウエハーモニタリングシステムの研究を行っている。

このシステムにより、プラズマエッチング中の紫外線照射による薄膜へのダメージの空間分布の予測や、

高アスペクト比構造の頂上と底の間の電荷蓄積や 3 次元構造周辺のシースの曲がりに起因するエッチン

グ形状異常の予測に成功した。さらに、本システムは、みずほ情報総研により事業化を実現した。 
微細固体窒素粒子スプレー利用型アッシングレス半導体スーパー洗浄システムの開発に関して、微細

固体窒素粒子噴霧の超高熱流束急冷に基づくレジスト熱収縮効果を利用した新型の半導体レジストはく

離・洗浄法を開発した。マイクロソリッド噴霧の衝突による物理力と超高熱流束急冷による熱収縮の相

乗効果を利用することによりフォトレジストを一部分はく離することに成功した。さらに、超音波微粒

化による氷核生成・固体窒素粒子微粒化効果を付加することにより、フォトレジストの 90%程度をはく

離することに成功した。さらに、固体窒素粒子とレジストの衝突変形に関する融合計算を行い、両方の

ナノスケール塑性変形挙動をシミュレートすることに成功した。 
また、安全簡便な大気放電の殺菌効果を利用したオートクレーブ装置の開発を目指している。開発し

た滅菌装置は、空気放電により 10 min という短時間で滅菌が完了できることが分かった。滅菌容器内の

温度は 15 min の放電において 57.7℃であり、低温かつ短時間で滅菌できる装置の開発に成功した。処理

後の芽胞菌を観察すると芽胞殻が大きく損傷を受けていることが分かった。また、NO2 が空気放電にお

ける滅菌因子であることを解明した。 
また、次世代の燃料電池の小型化、高性能化、低コスト化に対する設計指針を提示することを目的と

して、燃料電池内部のプロトン、水、酸素の輸送現象の解析を行ってきた。燃料電池内部にはナノスケ

ールの構造が至る所に見られ、この構造内を流れる流体の輸送現象は通常の連続体理論では解析できず、

その原子、分子としての挙動に着目した解析をおこなわなければならない。このプロジェクトの成果と

して、様々な MEA 内部の物質輸送現象のナノスケールの流動特性を得ることが出来た。これらの知見は、

今後の燃料電池の小型化、低コスト化に対する設計指針を与える一助となるものと期待される。 
また、化学気相合成法（CVD）によって製作された多結晶ダイヤモンド膜は、低摩擦、耐摩耗性、化

学的安定性などに優れることから、メンテナンスフリーな固体潤滑剤としての応用が期待されている。

セラミックス基板上に作製された半鏡面研磨ダイヤモンド膜ではステンレス鋼材との摺動において希薄

気体潤滑作用により摩擦係数がゼロになる(浮上)ことを実験と DSMC モデリングによる数値シミュレー

ションの手法により明らかにした。その結果、研磨加工後の鋼材上研磨ダイヤモンド膜と金属との間の

摺動においてセラミックス基板と同等の固体潤滑性を得ることに成功し、汎用鋼材を用いたゼロ摩擦機

構の可能性を示すことができた。一方、この数値シミュレーションにおいて、溝の形や両面間の距離に

対する依存性を調べることで圧力発生のメカニズムを理論的に解明し、この気体潤滑メカニズムがマイ

クロ・ナノ気体流れにおいてのみ有効となることを明らかにした。この現象を用いて、新たな気体潤滑

システムの構築が期待される。 
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図１ オンウエハーモニタリングシステム    図２ マイクロ固体窒素粒子スプレー利用型 

アッシングレス半導体スーパー洗浄の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 燃料電池内部ナノ構造体内部における物質輸

送現象の分子動力学シミュレーション 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 多結晶ダイヤモンド膜における摺動速度と  図６ 部分研磨ダイヤモンド膜における気体潤滑 
摩擦係数の関係                  の数値シミュレーション 
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8.3.5 「エネルギー・環境」プロジェクト 

グループリーダー：中野 政身 

メンバー： 笹尾 眞實子、水崎 純一郎、西山 秀哉、三浦 隆利、宮本 明、小原 拓、 

      雨澤 浩史、伊藤 高敏、大平 勝秀、青木 秀之、佐藤 一永、湯上 浩雄、 

伊賀 由佳、北島 純男 
  

本プロジェクトでは、CO2削減などの環境問題への対応の観点から、既存エネルギーの有効活用・再生可能

エネルギーに代表される新エネルギーの可能性について総合的な検討を行った。特に、新エネルギーとしての

燃料電池やバイオマスエネルギーなどの製造・高効率利用、エネルギー関連機器・設備等のインフラ整備、水

質浄化などの環境浄化などに関わる問題を取り上げ、プロジェクトメンバー間での研究面での協力・連携の下

で研究を展開し、流動ダイナミクスという観点から「エネルギー・環境」の新技術の開発と最適化への寄与を

図った。 
 ＜燃料電池関連研究＞ 固体酸化物形燃料電池(SOFC)及びリチウムイオン電池を対象に完全固体型デバイ

スの開発ならびに信頼性向上へ向けた評価手法の開発を行った。特に、MEMS 技術を基盤としたマイクロ燃

料電池の開発や世界に先駆けた分光法・音響法を併用した電池の信頼性評価手法の確立に成功している（図１）。

また、固体高分子形燃料電池（PEFC）の高分子膜や電極を含んだシステム全体の解析が可能となるマルチス

ケール計算化学手法を開発している（図２）。大規模量子化学計算に基づき、貴金属触媒や担体のメソスケー

ル多孔質構造シンタリングシミュレーションを行い、実験と同様な実時間劣化挙動を計算することに成功して

いる。シンタリングや水凝着に伴う気孔率変化などを反映した過電圧特性シミュレーションを融合して、燃料

電池内部で起こる様々な現象の性能への寄与の評価も可能とした。 
＜バイオマスエネルギー関連研究＞ バイオマスエネルギーの一つであるバイオディーゼル燃料（Bio 

Diesel Fuel: BDF）のディーゼルエンジンの低温環境下（寒冷地）での利用拡大のために、BDF の流動点を

降下させる流動点降下剤の開発を実施し、その効果を評価した（図３）。また、ディーゼルエンジンにおける

高効率燃焼を目指して、燃料噴霧特性の向上（噴霧の微細化）を目的に電場印加によって BDF の粘度を低下

する方法について検討した。かなり不純物が除去された規格内の BDF においても、E=2.0 kV/mm 程度の電

場を印加することによってその粘度低下を実現できることを明らにしている（図４）。 
＜エネルギー機器・設備関連研究＞ 液体水素中に固体水素粒子が混在する固液二相スラッシュ水素を利用

する高効率水素エネルギーシステムの開発を目指し、管断面形状の違いによる流動・伝熱特性をスラッシュ窒

素実験および数値解析により評価し、極低温配管に使用される収縮・拡大管、コルゲート管の圧力損失低減に

ついても実験的に評価することによって、圧力損失低減量、低減メカニズムを明らにしている。また、LNG
ポンプ等に発生する極低温キャビテーションの熱力学的効果の解明と数値モデルの構築を目指して、極低温流

体として汎用的な液体窒素を対象とした三枚羽根軸流ポンプを模擬した三枚周期平板翼列に発生するキャビ

テーションの蒸発に伴う潜熱の移動を考慮した相変化モデルを用いた数値解析を実施して熱力学的効果によ

るキャビティ体積の抑制とキャビテーション性能の向上を定性的に再現するとともに、常温水から 360K 程度

の高温水で発生することが知られている熱力学的効果の逆転現象を数値的に再現することに成功している（図

５）。さらに、ガレージにおける燃料電池車や水素燃料車などの車両からの水素燃料の漏洩時の水素爆発など

のリスク回避の観点から漏洩水素ガスの排気の問題を取り上げ、部分的な開口部を有する空間内での漏洩水素

を対象に、漏洩水素を天井近くに設置した水素センサにより検知し、その水素センサからの情報に基づいて効

果的に水素ガスを排気する換気手法について数値シミュレーションに基づいて検討し、天井を部分的に開放し

て水素の浮力を利用して自然換気する制御手法と、水素センサからの情報に基づいて漏洩流量を予測して天井

に設けたファンの換気流量を制御して適正に水素ガスを排気する強制換気手法を提案し、その有効性を実証し

ている（図６）。 
＜環境浄化関連研究＞ 小電力誘電体バリア放電により生成された高活性空気を内包したマイクロバブル

に紫外線を照射することにより、気液界面あるいはマイクロバブル内での化学反応を促進させ、マイクロバブ

ルジェットを化学的に高機能化することに成功した。溶液脱色に対するマイクロバブル発生方式や溶液ｐＨの

影響、紫外線の波長依存性を明らかにすることにより、高機能マイクロバブルジェットの水質浄化応用のため

の基礎資料を提供している（図７）。また、地球温暖化対策のキーテクノロジーとして期待される CO2地下貯

留層からの漏洩抑制技術に関する研究を展開し、CO2が溶けた水（炭酸水）が貯留層から漏洩して上昇する際

の圧力低下に伴い溶けていた CO2が放出されて pH が増大し、水に溶けた他の物質が析出して漏洩経路を閉塞

するという CO2漏洩を修復するための新たな技術開発を行った。 
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図１：固体電気化学デバイスの開発と信頼性向上に向けた

その場観察手法の開発 

図２：燃料電池マルチスケール計算化学シミュレーション

図３：各種油脂由来 BDF に対する流動点降下剤 A, B の効果

図４：BDF の印加電場強度 E 及びその時間 T によるキ

ャピラリー粘度計を通過する流量の時間的変化 

(a)290K 

(b)360K 

図５：水温によるキャビティ形状と蒸発領域の分布の違い

（それぞれ上からボイド率分布，蒸発率分布） 

図７：ストリーマ放電を伴ったアルゴンバブルジェットによるメチレンブルー溶液の脱色 

(a)t=0 min                 (b) t=10 min              (c) t=20 min                (d) t=30 min 

図６：下部に部分的な開口部がある空間内で漏洩水素の漏

洩流量予測センシングに基づく水素ガスの強制換気

制御の結果（t=5 (left), 50 s (right), Qin=9.44×10-4 m3/s）

(a) z=0.37 m 

(b) Perspective view from –x to x 
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9�拠点���動 
流動ダイナミクスの研究教育世界拠点を確立のために、ICFD を含む国際会議を多数開催すると共に、

効率的な運営マネージメント体制を確立した。 
 

9.1 �な国際会議�ICFD ��� 
GCOE 主催国際シンポジウム/国際ワークショップを以下の通り開催した。 

【平成 20 年度】 

  (1)  Japanese-German Joint Seminar on Molecular Imaging Technology 
       日独合同セミナー「学際領域における分子イメージング技術の新展開」 

日 時 平成20年9月1日～3日 

場 所 東北大学流体科学研究所COE棟 

参加者 47名（うち外国人 12名） 
 

(2) GCOE, IFS-Tsinghua University Joint Workshop 
       日 時 平成 20 年 10 月 27 日～28 日 
    場 所 清華大学（中国・北京） 
    参加者 58 名（うち外国人 29 名） 
 

(3)  International Symposium of Experiment –Integrated Computational Chemistry on Multiscale  
Fluidics (ECCMF) 
日 時 平成 21 年 1 月 17 日～18 日 

      場 所 仙台国際センター 
 参加者 44 名（うち外国人 13 カ国 21 名） 

 

(4)  アジア原子力保全ワークショップ 
      The Asian Workshop on Maintenance Technology for Nuclear Power Plant 

日 時 平成 21 年 1 月 20 日～21 日 
      場 所 東北大学流体科学研究所 及び COE 棟、女川原子力発電所 

 参加者 46 名（うち外国人 3 カ国 10 名） 
 

(5)  International Workshop on Multi-Objective Design Exploration for Aerospace Engineering 
日 時 平成 21 年 3 月 19 日 

     場 所 東北大学流体科学研究所 
 

(6)  その他 
    1）国際航空宇宙展 2008 
      日 時 平成 20 年 10 月 1 日～5 日 
      場 所 パシフィコ横浜 
    2）Super Computing 2008 
         日 時 平成 20 年 11 月 15 日～21 日 
      場 所 Austin Convention Center 

 3）大学教育改革プログラム合同フォーラム 
      日 時 平成 21 年 1 月 13 日 
      場 所 パシフィコ横浜 
 

【平成 21 年度】 
(1)  Machine Learning for Aerospace International Workshop 

      日 時 平成 21 年 7 月 3 日～4 日 
    場 所 ホリデイインマルセイユ（フランス・マルセイユ） 
    参加者 23 名（うち外国人 19 名） 
      

(2)  The 6th International Intracranial Stent Meeting 2009 (ICS09) 
    日 時 平成 21 年 8 月 5 日～7 日          

    場 所 仙台市戦災復興記念館 
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    参加者 247 名（うち外国人 72 名） 
 

  (3)  2nd German-Japanese Joint Seminar New Prospects of Molecular Imaging  
Technology for Interdisciplinary Research 

    日独合同セミナー「学際領域における分子イメージング技術の新展開」 
    日 時 平成 21 年 8 月 31 日～9 月 2 日 
    場 所 レーゲンスブルグ大学（ドイツ） 
    参加者 52 名（うち外国人 30 名） 
      

 (4)  GCOE, IFS-Tsinghua University Joint Workshop-2009 
    日 時 平成 21 年 11 月 5 日 (ICFD2009 の 1 セッションとして開催) 

場 所 ホテルメトロポリタン仙台 
 

  (5)  Second International Symposium of Experiment Intergrated Computational  
Chemistry on Multiscale Fluids (ECCMF) 
日 時 平成 22 年 2 月 23 日～24 日 
場 所 仙台エクセルホテル東急 
参加者 44 名（うち外国人 15 名） 

 

(6)  2010 Annual ELyT Workshop 
日 時 平成 22 年 3 月 14 日～16 日 
場 所 Annecy（フランス） 
参加者 96 名（うち外国人 67 名） 

    

(7) その他 
    1）Super Computing 2009 
         日 時 平成 21 年 11 月 14 日～20 日 
      場 所 Oregon Convention Center（アメリカ） 
 

【平成 22 年度】 

 (1)  International Seminar on Maintenance Science and Technology for Nuclear Power  
Plants 

    日 時 平成 22 年 11 月 2 日～4 日 
    場 所 仙台国際センター 
    参加者 110 名（うち外国人 20 名） 
           

(2)  2010 Swiss-Japanese Scientific Seminar: Intracranial Stents – Medical  
Engineering and Vessel Biology 
日 時 平成 22 年 11 月 14 日～16 日 
場 所 University of Zurich（スイス） 
参加者  50 名（うち外国人 40 名） 

 

(3)  GCOE, IFS-Tsinghua University Joint Workshop-2011 
    日 時 平成 23 年 2 月 21 日～22 日 

場 所 清華大学（中国） 
参加者  65 名（うち外国人 55 名） 

 

(4)  ELyT Workshop 
      日 時 平成 23 年 2 月 22 日～24 日 
    場 所 東北大学 
    参加者 141 名（うち外国人 50 名） 
 

 (5)  Multi-Disciplinary /Multi-Objective Optimisation Workshop 
    日 時 平成 23 年 2 月 23 日 
    場 所 ドイツ 

参加者  57 名（うち外国人 53 名） 
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(6)  The 4th Discussion Meeting on Glass Transition 
      日 時 平成 23 年 2 月 28 日～3 月 2 日 
    場 所 東北大学 

参加者  38 名（うち外国人 12 名） 
 

(7) その他 
    1）Super Computing 2010 
         日 時 平成 21 年 11 月 13 日～19 日 
      場 所 Ernest N. Morial Convention Center（アメリカ） 

 

【平成 23 年度】 

 (1)  Japanese-German Seminar on Molecular Imaging Technology for Interdisciplinary 
Research (Special Workshop for GCOE Students) 

      日 時 平成 24 年 2 月 21 日～2 月 24 日   
場 所 東北大学 青葉記念会館 
参加者 44 名（うち外国人 5 名） 

 

(2)  Japan-China Joint Workshop on Bio, Material and Flow Dynamics 
      日 時 平成 24 年 2 月 22 日～2 月 23 日  

場 所 東北大学流体科学研究所 
    参加者 48 名（うち外国人 21 名） 
 

(3)  International Workshop on Simulation, Experiments and Optimisation for the  
Design of a Future Aviation 

      日 時 平成 24 年 2 月 22 日  
場 所 ONERA-Châtillon-Salle Contensou (フランス) 
参加者 50 名（うち外国人 44 名） 

 

(4)  5th International Discussion Meeting on Glass 
      日 時 平成 24 年 2 月 27 日～3 月 1 日  

場 所 東北大学流体科学研究所 
参加者 34 名（うち外国人 17 名） 

 

(5)  4th ELyT Workshop 
      日 時 平成 24 年 3 月 11 日～3 月 14 日  

場 所 BELAMBRA Club、Presqu’ile de Giens (フランス) 
参加者  78 名（うち外国人 47 名） 

 
(6) その他 
 1)  PSP Course 2011 

      日 時 平成 23 年 9 月 5 日～9 日 
      場 所 Göttingen (ドイツ) 
     2)  Super Computing 2011 (SC11) 
      日 時 平成 23 年 11 月 12 日～18 日 
      場 所 Washington State Convention Center (アメリカ) 

  3)  Workshop on Micro-Nano Flow Engineering 
      日 時 平成 23 年 12 月 13 日 
      場 所 名古屋大学 
     名古屋大学・東北大学グローバル COE ジョイント企画として名古屋大学グローバル COE プロ 

グラム「マイクロ・ナノメカトロニクス教育研究拠点」と本 GCOE が主催となり、ワークショ 
ップを開催した。 
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【平成 24 年度】 
 (1)  International Workshop on Nano-Micro Thermal Radiation 

      日 時 平成 24 年 5 月 23 日～5 月 25 日  
場 所 ホテル大観荘（宮城県宮城郡松島町） 
参加者 60 名（うち外国人 32 名） 
基調講演者 
Prof. M. Pinar Menguc (Ozyegin University, Turkey & University of Kentucky, USA) 
Prof. Masayoshi Esashi (Tohoku University, Japan) 

 
(2)  3rd Japanese-German Joint Seminar Molecular Imaging Technology for  

Interdisciplinary Research 
      日 時 平成 24 年 9 月 3 日～9 月 5 日  

場 所 宇宙航空研究開発機構 調布航空宇宙センター 
参加者 69 名（うち外国人 9 名） 
主な招待講演者 
Prof. Michael Schaeferling (Universigy of Regensburg, Germany) 
Prof. Uwe Beifuss (University of Hohenheim, Germany) 

 
(3)  The 4th International Symposium on Slow Dynamics in Complex Systems 

      日 時 平成 24 年 12 月 2 日～12 月 7 日  
場 所 東北大学 
参加者 162 名（うち外国人 80 名） 
主な招待講演者 
C. Austen Angell (Arizona State University, USA) 
Philip A. Pincus (UCSB, USA) 
H. Eugene Stanley (Boston University, USA) 

 
(4)  International Workshop on Biomedical and Nano-micro Engineering related to Flow  

Dynamics 
     日 時 平成 25 年 1 月 11 日～1 月 12 日 
   場 所 上海交通大学（中国） 
   参加者 36 名（うち外国人 23 名） 

 
(5)  ELyT Workshop 

日 時 平成 25 年 2 月 17 日～2 月 20 日  
場 所 ラフォーレ蔵王（宮城県刈田郡蔵王町） 
参加者 103 名（うち外国人 62 名） 

 
(6)  International Workshop on Uncertainty Quantification and Design Optimization 

      日 時 平成 25 年 2 月 25 日  
場 所 トリエステ（イタリア） 
参加者 50 名 

 
  (7) その他 
 1)   Super Computing 2012 (SC12) 

    日 時 平成 24 年 11 月 10 日～16 日 
    場 所 ソルトレークシティ（アメリカ） 
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9.2 ���� 
 9.2.1 ����� 
 設置目的：人事、予算、その他運営に関する重要事項を審議決定するため、全体会議終了後、隔月開

催を原則とし定期的に開催する。 

 

平成 20 年度 5 回開催 
平成 21 年度 6 回開催 
平成 22 年度 6 回開催 
平成 23 年度 6 回開催 
平成 24 年度 

 開 催 日 審 議 事 項 

平成24年 5月11日 平成24年度GCOE実行予算（案）及び平成23年度GCOE収支決算報告に関す

る審議外 
平成24年 7月12日 平成24年度（秋季）リサーチ・アシスタントの採択及び平成24年度若手研究

者国際会議派遣に関する審議外 
平成24年 9月 4日 平成24年度予算執行状況及び平成25年度以降のICFDとAFIシンポジウムに

関する審議外 
平成24年10月31日 平成24年度予算執行状況及び第5回国際評価委員会の開催に関する審議外 
平成25年 1月15日 平成24年度予算執行状況及び最終報告書作成に関する審議外 
平成25年 3月12日 21 世紀 COE およびグローバル COE の 10 年間の総括報告を「グローバル

COE 総括講演会」として行う 
 

 9.2.2 �������������������GOO��� 
 設置目的：GCOE 運営に関わる実質的な審議機関とし、意思決定する。必要の都度、随時開催する。 

 

平成 20 年度 6 回開催 
平成 21 年度 6 回開催 
平成 22 年度 6 回開催 
平成 23 年度 6 回開催 
平成 24 年度 

開 催 日 議 題 事 項 

平成24年 5月 9日 平成23年度GCOE実績報告、平成23年度GCOE収支決算報告及び平成24年度

GCOE実行予算（案）に関する審議外 
平成24年 7月 9日 第9回流動ダイナミクスに関する国際会議及び平成24年度（秋季）リサーチ・

アシスタントの募集に関する審議外 
平成24年 9月 3日 国際インターンシップ・グローバル回遊教育研究プログラム採択及び平成24

年度予算執行に関する審議外 
平成24年10月29日 平成24年度予算執行状況の説明及び第9回流動ダイナミクスに関する国際会

議の報告外 
平成25年 1月 9日 平成24年度予算執行状況の報告及びGCOE総括講演会の開催に関する審議

外 
平成25年 3月11日 5年間の総括および平成24年度決算予定に関する報告外 

 

 

9.2.3 ����� 
 設置目的：各種プログラム採択（注 1）等に関する審議決定する。必要の都度、随時開催する。 
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  ○教育委員会 

平成 20 年度 6 回開催 
平成 21 年度 4 回開催 
平成 22 年度 3 回開催 
平成 23 年度 2 回開催 
平成 24 年度 

開 催 日 審 議 事 項 

平成24年 8月21日 平成24年度秋季「研究支援RA」及び「基本支援RA」の採択に関する審議外

平成25年 1月22日 GCOE国際出る杭特別研究生の平成24年度成果報告と評価  
 

○教育委員会（メール会議） 

平成 20 年度 18 回開催 
平成 21 年度 30 回開催 
平成 22 年度 28 回開催 
平成 23 年度 27 回開催 
平成 24 年度 

開 催 日 審 議 事 項 

平成24年 4月 5日 インターンシップ派遣1名採択 
平成24年 4月19日 インターンシップ派遣1名採択 
平成24年 4月27日 若手研究者国際会議派遣12名採択 
平成24年 5月22日 インターンシップ受入2名採択 
平成24年 5月24日 インターンシップ派遣1名採択 
平成24年 5月31日 若タケノコ国際インターンシップ派遣1名採択 
平成24年 6月19日 平成24年度GCOE秋季RA募集要項について 
平成24年 7月11日 インターンシップ受入1名採択 
平成24年 7月18日 若タケノコ国際インターンシップ派遣1名採択 
平成24年 7月20日 インターンシップ受入1名採択 
平成24年 7月30日 インターンシップ派遣1名採択 
平成24年 8月10日 GCOEグローバル回遊教育プログラム派遣1名 
平成24年 8月30日 インターンシップ派遣1名採択 
平成24年 9月14日 インターンシップ派遣1名採択 
平成24年 9月28日 若手研究者国際会議派遣4名採択 
平成24年10月 9日 インターンシップ派遣1名採択及び若手研究者国際会議派遣1名採択 
平成24年10月10日 インターンシップ派遣1名採択 
平成24年11月12日 インターンシップ受入1名採択 
平成24年11月14日 インターンシップ派遣1名採択 
平成24年12月 5日 インターンシップ派遣1名採択 

 

（注 1）基本支援 RA、研究支援 RA、国際出る杭伸ばす特別研究生、国際インターンシップ（派遣・受

入）、若手研究者国際会議派遣、国際高等教育院連携 GCOE 特別研究生、国際若タケノコ発掘プログ

ラム 
 

 9.2.4 ����� 
 設置目的:グローバル COE 博士研究員等に関する審議決定する。必要の都度、随時開催する。 

開 催 日 審 議 事 項 

平成25年 1月22日 COE 博士研究員の平成 24 年度成果報告と評価 
平成25年 2月13日 国際高等研究教育機構先端融合シナジー研究所特別研究員推薦の可

否 
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9.2.5 GCOE ����������������������� 
 国際交流委員会 設置目的：GCOE の拠点形成計画の 1つである世界拠点確立のため、流体科学研究所 

国際交流推進室と連携して、マルチステージ国際ネットワークを活かした①流動ダイナミクスと異分

野学術領域との融合、②多国間研究融合による新しい流動融合分野の創成、③国際連携フロンティア

プロジェクト研究の推進を柱とした、国際ジョイントラボ共同研究、国際交流関係の業務を支援する。 
 
 

○国際交流委員会及び国際交流推進室 
平成 20 年度 2 回開催 
平成 21 年度 1 回開催 
平成 22 年度 1 回開催 
平成 23 年度 1 回開催 
平成 24 年度  

開 催 日 審 議 事 項 

平成24年 4月 10日 国際交流推進室の役割分担、2012年度活動案等 

平成24年 6月  4日 JSPS、JST国際交流事業への応募、ICFD2012におけるリエゾンオ

フィスセッションについて 
 
○GCOE としての国際交流活動及び国際交流委員会及び国際交流推進室 
（メール・現地会議・活動報告） 
平成 20 年度 12 回開催 
平成 21 年度 28 回開催 
平成 22 年度 22 回開催 
平成 23 年度 23 回開催 
平成 24 年度 

開 催 日 審 議 事 項 

平成24年 3月22日 スウェーデン王立工科大学とのリエゾンオフィス設置に関する覚書

締結につき、メール審議。 
平成24年 4月 1日～ 流体科学研究所 博士前期課程学生海外発表促進プログラム募集 

（平成23年度より継続）。 
平成24年 4月 3日 韓国漢陽大学校工学部との部局間学術交流協定締結。 

平成24年4月11日～25日 流動ダイナミクス国際融合ジョイントラボラトリー募集。 

平成24年 5月 1日 中国重慶理工大学との部局間学術交流協定締結について、英国クラ

ンフィールド工科大学との部局間交流協定終結について、国際交流

推進室ミーティング報告について、メール審議。 
平成24年6月27日 ロシア科学アカデミーシベリア支部との大学間学術交流協定更新、

ニュージーランドオークランド大学との大学間学術交流協定更新に

ついて、メール審議。 
平成24年 7月 9日 中国重慶理工大学重慶自動車学部との部局間交流協定締結。 

平成24年 7月31日 中国代表事務所スタッフとの意見交換会に出席。 

平成24年 8月15日 Fredric Lundell准教授、Torkel Werge国際交流担当と若手研究者ワ

ークショップおよびリエゾンオフィス開所式に関する打合せをスカ

イプにて行った。 
平成24年8月31日 ICFD2012におけるリエゾンオフィスミーティング、セッションに

ついて、オーストラリアシドニー大学との大学間学術交流協定更新

について、ドイツフラウンホーファ研究機構非破壊検査研究所との

部局間交流協定締結について、スウェーデン王立工科大学における
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リエゾンオフィス開所式について、メール審議。 

平成24年 9月5日~14日 ELyT School in Sendai 2012を開校。University of Lyon より24名、

University of Bordeaux 1 2名、また上海交通大学、清華大学、西

安交通大学より各1名の合計29名の学生が参加した。東北大学から

も7名の大学院生が参加した。教員参加はINSA-Lyonより教授4名
ECLより教授1名、東北大学から教授多数（約20名以上）が参加し

た。同School では学術講演、ラボツアー、学生によるPresentation 
and Discussions, 仙台火力発電所の見学、平泉世界遺産の見学、同

時開催の国際津波セミナー出席等、盛り沢山のスケジュールをこな

した。 
平成24年 9月19日～21日 第9回流動ダイナミクスに関する国際会議開催。 
平成24年 9月19日、20日 第9回リエゾンオフィスミーティング、セッションを開催。 
平成24年9月26日 ドイツフランホーファ研究機構非破壊検査研究所との部局間交流協

定締結。 
平成24年9月27日～28日 欧州FP7 と日本のJSTが共同開催するCONCERT Japan Milano 

Conference and Partnering Eventに参加。エネルギー分野の研究

開発強化と国際共同研究について話し合った。 
平成24年10月1日 ミラノ工科大学（Politecnico Di Milano）を訪問。OpenFOAM 

simulation 手法のエネルギー分野への応用について討議した。 
平成24年10月18日、19日 若手教員の国際共同研究促進プログラムにおけるKTHとの若手国

際ワークショップ開催。 
平成24年10月22日 KTHにて東北大学リエゾンオフィス開所式開催。 

平成24年10月23日～25日 INSA-Lyon、ECL、JETRO等表敬訪問。 

平成24年12月中旬 グリーティングカード送付。 

平成25年2月17日～20日 The5th ELyT Lab workshop in Japanを開催。 
 

9.2.6 ����� 
 設置目的：ワーキンググループ的な位置づけとし、タスク毎に企画・実行を行う。 

タスクごとに担当者が不定期で会議を行った。 
 

 9.2.7 ����������� 
 設置目的：全員参加の研究交流会とする。原則 2 か月に 1 回開催する。 

  平成 20 年度開催 3 回開催 
平成 21 年度開催 5 回開催 
平成 22 年度開催 5 回開催 
平成 23 年度開催 6 回開催 

 
 平成24年度 

(1)   平成24年5月11日 
     研究支援RA/国際インターンシップ派遣学生2名の派遣研究発表、GCOE博士研究員1名、

研究グループ毎の研究発表。 
(2)   平成24年7月12日 

     研究グループ毎の研究発表、「第5回流動ダイナミクス国際若手研究発表会」上位3名によ

る研究発表。（特別奨励費として研究費を配分） 
(3)   平成24年9月4日 
   研究支援RA/国際インターンシップ派遣学生1名の派遣研究報告、国際宇宙大学スペー

ス・スタディーズ・プログラム派遣学生1名の研究報告、GCOE博士研究員1名、研究グル
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ープ毎の研究発表。 
(4)   平成24年10月31日 
   国際インターンシップ受入学生1名及び研究支援RA2名の研究発表、研究グループ毎の研

究発表。 
(5)   平成25年1月15日 

   国際インターンシップ受入学生1名及び研究支援RA1名の研究発表、グローバル回遊教育

研究報告、研究グループ毎の研究発表。 
(6)   平成25年3月12日 

      21世紀COEおよびグローバルCOEの10年間の総括報告。 
 
 
9.3 �������� 
 9.3.1 �����������������  
 趣旨：本 GCOE に関連する研究テーマを遂行する若手研究者をホームページにより、国際公募し、競

争的環境で研究を自発的に行うことを体験させ、本 GCOE での研究成果をベースに世界で活躍できる

研究者を育成している。 
 
平成 20 年度は 1 名採択した。 

氏 名 研究課題 

冨田 典子 力学的および生理化学的反応を付与した血管バイオモデルの開発 

 
平成 21 年度は 6 名の応募に対し、4 名が採択された。 

氏 名 研究課題 

冨田 典子 Development of functional biomodelling with mechanical and physiological 
properties 

山下 博 Experimental and Computational Analyses of the supersonic Biplane for the 
realization of the MISORA 

Zahrul Fuadi Control of frictional sound by introducing surface texture to contact interface

Melanie Kuhn Correlation between mechanical- and electrochemical properties in materials 
for solid oxide fuel cells (SOFCs) 

 
平成 22 年度は 3 名の応募に対し 2 名採択、4 名が更新された。 

氏 名 研究課題 

冨田 典子 Development of Functional Biomodelling with Mechanical and Physiological 
Properties 

山下 博 Experimental and Computational Analyses of the Supersonic Biplane for the 
Realization of the MISORA 

Zahrul Fuadi Study of Frictional Sound

Melanie Kuhn Oxygen Nonstoichiometry and Crystal Structure of La0.6Sr0.4Co1-yFeyO3-d SOFC 
Cathode Materials  

Mehdi Baneshi Radiative Properties of Complex Materials for Design and Control of 
Engineering Systems 

Arunabhiram 
Chutia 

Fluid Dynamics in Chemically Modified Carbon Nanotubes with Organic and 
Biological Polymers 
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平成 23 年度は 6 名応募に対し 5 名採択、2 名が更新された。 
氏 名 研究課題 

Mehdi Baneshi Radiative Properties of Complex Materials for Design and Control of 
Engineering Systems 

Arunabhiram 
Chutia 

Fluid Dynamics in Chemically Modified Carbon Nanotubes with Organic and 
Biological Polymers 

Ahmed Farouq Multiscale Modeling of Monolithic Catalytic Converter: Challenge and Possible 
Solution 

Ardian Gojani Development of Background Oriented Schlieren for Near-mid Field Pressure 
Measurements for a Supersonic Aircraft in a Ballistic Range Experiment 

小助川 博之 Study on Interaction between Soft Tissue and Medical Metallic Alloys in 
Hydrodynamic Lubrication Phase 

Penfei Wang Design of Low Friction Systems in Ambient Environments with Carbon-based 
Coatings 

Pierre Le Fur Computational Study of Cryogenic Liquid Atomization with Vaporization or 
Cavitation Problem 

 
平成 24 年度は 3 名応募に対し 2 名採択し、2 名が更新された。 

氏 名 研究課題 

Ardian Gojani Development of Background Oriented Schlieren for Near-mid Field Pressure 
Measurements for a Supersonic Aircraft in a Ballistic Range Experiment 

汪 朋飛 Design of Low Friction Systems in Ambient Environments with Carbon-based 
Coatings 

解  社娟 Quantitative NDE of Residual Strain for the Structures in Nuclear Power 
Plants using Pulsed ECT and EMAT Dual Methods 

笹部 崇 Molecular Dynamics Study of Proton and Water Transport in Hydrocarbon 
Type Membrane 

 
 9.3.2 ���������������  
 優秀な研究教育者となるための経験と実績の場を提供するため、指導教員の指導の下に、 

主に流動ダイナミクス研究推進のための研究補助業務に専念する博士課程後期学生を公募により採用

している。 
審査方針は，以下の通りである。 
 研究テーマ等が流動ダイナミクス拠点形成に資するものであること。 
 指導教員推薦書、学部・大学院での成績、研究発表歴等は評価の対象となる。 
 研究が本 GCOE の事業推進担当者が行う国際共同研究プログラムの一環であるか、もしくは国

内他大学等との国内共同研究プロジェクトである場合には優先的に扱う。 とくに、本 GCOE
マルチステージネットワーク参加大学との国際共同研究に携わる学生を優先的に考慮する。 

 JAXA、JAEA 等、本 GCOE と共同研究の枠組みを作っている機関との共同研究プログラムに

従事する予定の学生は優先的に考慮する。 
 

平成 20 年度は 18 名応募に対し、10 名採択された。 
 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員 備考 

1 莊司 泰弘 工学研究科航空宇宙工学専攻D3 吉田和哉  

2 河  宗秀 工学研究科航空宇宙工学専攻D2 小濱泰昭  

3 松本 剛明 工学研究科航空宇宙工学専攻D2 近野敦  
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4 石田 崇 工学研究科航空宇宙工学専攻D1 中橋和博  

5 野呂 秀太 工学研究科機械システムデザイン工学専

攻D1 福西祐  

6 古林 敬顕 工学研究科ナノメカニクス専攻D3 徳山道夫  

7 中野 雄大 工学研究科ナノメカニクス専攻D2 小原拓  

8 齊藤 泰洋 工学研究科化学工学専攻D1 三浦隆利  

9 山下 博 情報科学研究科システム情報科学専攻D3 大林茂  

10 柳  昌昊 医工学研究科医工学専攻D1 太田信  

 
平成 21 年度は 19 名応募に対し、11 名採択された。若タケノコ発掘プログラムより 3 名採択。 
 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員 備考 

1 大木 智久 工学研究科航空宇宙工学専攻・D3 吉田和哉  

2 河 宗秀 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 大林茂  

3 石田 崇 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 中橋和博  

4 頼 晨光 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 大林茂  

5 小水内 俊介 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 内山勝  

6 岡田 佳都 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 永谷圭司  若タケノコ

プログラム

7 鵜山 尚大 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 吉田和哉  若タケノコ

プログラム

8 野呂 秀太 工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D2 福西祐   

9 張 志宇 工学研究科ナノメカニクス専攻・D3 閻紀旺 西山秀哉  

10 木村 祐人 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 徳山道夫   

11 チュホアンマン 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 羽根一博 高木敏行  

12 齋藤 泰洋 工学研究科化学工学専攻・D2 三浦隆利   

13 佐藤 功人 情報科学研究科情報基礎科学専攻・D1 小林広明 中橋和博 若タケノコ

プログラム

14 柳 昌昊 医工学研究科医工学専攻・D2 太田信  
 
平成 22 年度は 27 名応募に対し、12 名採択された。若タケノコ発掘プログラムより 8 名採択。（うち

1 名海外若タケノコ発掘プログラム） 
 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員 備考 

1 河 宗秀 工学研究科航空宇宙工学専攻・D3 大林 茂   

2 小水内 俊介 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 内山 勝    

3 岡田 佳都 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 永谷 圭司   
若タケノコプ

ログラム 

4 加藤 博司 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 大林 茂   
若タケノコプ

ログラム 

5 大木 健 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 永谷 圭司    
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6 
K.S.N. 
Abhinav 
Kumar 

工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 浅井 圭介    

7 落合 直哉 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D3 井小萩 利明    

8 西尾 悠 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D2 福西 祐    

9 張 柱鏞 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D1 西山 秀哉   
若タケノコプ

ログラム 

10 大川 啓 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D1 福西 祐    

11 木村 祐人 工学研究科ナノメカニクス専攻・D3 徳山 道夫    

12 張 志宇 工学研究科ナノメカニクス専攻・D3 閻 紀旺 西山 秀哉  

13 李 貞徹 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 高 偉 澤田 恵介 
若タケノコプ

ログラム 

14 洪 承模 工学研究科量子エネルギー工学専攻・D1 渡辺 豊   
若タケノコプ

ログラム 

15 豊田 篤 情報科学研究科システム情報科学専攻・D3 大林 茂    

16 小原 健 情報科学研究科システム情報科学専攻・D1 橋本 浩一 石本 淳 
若タケノコプ

ログラム 

17 佐藤 功人 情報科学研究科情報基礎科学専攻・D2 滝沢 寛之  中橋 和博 
若タケノコプ

ログラム 

18 柳 昌昊 医工学研究科医工学専攻・D3 太田 信    

19 韓 笑波 医工学研究科医工学専攻・D1 太田 信   

20 信太 宗也 医工学研究科医工学専攻・D1 太田 信   
若タケノコプ

ログラム 
  

平成 23 年度は 32 名応募に対し、16 名採択された。若タケノコ発掘プログラムより 9 名採択。（うち

1 名海外若タケノコ発掘プログラム） 
 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員 備考 

1 小水内 俊介 工学研究科航空宇宙工学専攻・D3 内山 勝    

2 大木 健 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 永谷 圭司    

3 
K.S.N. 
Abhinav 
Kumar 

工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 浅井 圭介    

4 菅井 文仁 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 内山 勝   
若タケノコプ

ログラム 

5 野田 純司 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 升谷 五郎    

6 何 亮 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D3 小野 崇人    

7 西尾 悠 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D3 福西 祐    

8 張 柱鏞 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D2 西山 秀哉   
若タケノコプ

ログラム 

9 大川 啓 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D2 福西 祐    
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10 
Juan Felipe 
Torres 
Alvarez 

工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D1 圓山 重直   
若タケノコプ

ログラム 

11 藤井 宏之 工学研究科ナノメカニクス専攻・D3 徳山 道夫    

12 五十嵐 誠 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 寒川 誠二   

13 金 干載 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 高 偉 澤田 恵介  

14 
Chilukoti 
Hari 
Krishna 

工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 小原 拓  若タケノコプ

ログラム 

15 永島 浩樹 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 徳増 崇   

16 洪 承模 工学研究科量子エネルギー工学専攻・D2 渡辺 豊   
若タケノコプ

ログラム 

17 小原 健 情報科学研究科システム情報科学専攻・D2 橋本 浩一 石本 淳 
若タケノコプ

ログラム 

18 櫻田 健 情報科学研究科システム情報科学専攻・D1 岡谷 貴之 大林 茂 
若タケノコプ

ログラム 

19 佐藤 功人 情報科学研究科情報基礎科学専攻・D3 滝沢 寛之  中橋 和博 
若タケノコプ

ログラム 
20 呉 美瑛 環境科学研究科環境科学専攻・D3 川田 達也 水崎純一郎  

21 申 有哲 環境科学研究科環境科学専攻・D3 川田 達也 水崎純一郎  

22 韓 笑波 医工学研究科医工学専攻・D2 太田 信   

23 小澤 桂 医工学研究科医工学専攻・D2 太田 信   

24 信太 宗也 医工学研究科医工学専攻・D2 太田 信   
若タケノコプ

ログラム 
25 清水 康智 医工学研究科医工学専攻・D2 太田 信   

 
平成 24 年度は 41 名応募に対し、15 名採択された。若タケノコ発掘プログラムより 10 名採択。（うち

1 名海外若タケノコ発掘プログラム） 
 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員 備考 

1 大木 健 工学研究科航空宇宙工学専攻・D3 永谷 圭司   

2 菅井 文仁 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 内山 勝  
若タケノコプ

ログラム 

3 野田 純司 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 升谷 五郎   

4 大瀬戸 篤司 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 内山 勝   

5 冨岡 義弘 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 吉田 和哉   

6 浦本 翔平 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 升谷 五郎   

7 藤田 昂志 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 永井 大樹  
若タケノコプ

ログラム 

8 福島 裕馬 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 大林 茂  
若タケノコプ

ログラム 

9 野島 清志 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 浅井 圭介   

10 高橋 聖幸 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 大西 直文  
若タケノコプ

ログラム 

11 小原 健 
情報科学研究科システム情報科学専

攻・D3 
橋本 浩一 石本 淳 

若タケノコプ

ログラム 

12 何 亮 
工学研究科機械システムデザイン工学

専攻・D3 
小野 崇人   

13 大川 啓 
工学研究科機械システムデザイン工学

専攻・D3 
福西 祐   
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14 張 柱鏞 
工学研究科機械システムデザイン工学

専攻・D2 
西山 秀哉  

若タケノコプ

ログラム 

15 Juan Felipe 
Torres Alvarez 

工学研究科機械システムデザイン工学

専攻・D2 圓山 重直   
若タケノコプ

ログラム 

16 高橋 一平 
工学研究科機械システムデザイン工学

専攻・D1 
内山 勝  

若タケノコプ

ログラム 

17 小針 達也 
工学研究科機械システムデザイン工学

専攻・D1 
圓山 重直   

18 Chilukoti Hari 
Krishna 

工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 小原 拓  
若タケノコプ

ログラム 

19 永島 浩樹 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 徳増 崇   

20 神田 航希 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 足立 幸志  
若タケノコプ

ログラム 

21 奥村 真彦 工学研究科化学工学専攻・D1 青木 秀之   

22 木村 勇太 環境科学研究科環境科学専攻・D1 川田 達也 雨澤 浩史  

23 小澤 桂 医工学研究科医工学専攻・D3 太田 信   

24 清水 康智 医工学研究科医工学専攻・D3 太田 信   

25 韓 笑波 医工学研究科医工学専攻・D2 太田 信   
  
 9.3.3 ���������������  

優秀な研究教育者となるための経験と実績の場を提供するため、指導教員の指導の下に、主に流動ダ 
イナミクス研究推進のための研究補助業務に専念する博士課程後期学生を公募により採用している。 

 

平成 20 年度は 27 名採択された。 
 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員

1 高橋 俊   工学研究科航空宇宙工学専攻D3 中橋和博  

2 崔  柄一 工学研究科航空宇宙工学専攻D3 升谷五郎  

3 芳賀 臣紀 工学研究科航空宇宙工学専攻D3 澤田恵介  

4 松本 祐子 工学研究科航空宇宙工学専攻D3 上野和之  

5 保江 かな子 工学研究科航空宇宙工学専攻D3 澤田恵介  

6 大木 智久 工学研究科航空宇宙工学専攻D2 吉田和哉  

7 柴崎 陽介 工学研究科航空宇宙工学専攻D2 上野和之  

8 船川 幸寛 工学研究科航空宇宙工学専攻D2 近野敦  

9 頼  晨光 工学研究科航空宇宙工学専攻D2 小濱泰昭  

10 仁木 隆裕 工学研究科機械システムデザイン工学専攻D3 小川和洋 西山秀哉 

11 丹羽 栄貴 工学研究科機械システムデザイン工学専攻D3 水崎純一郎  

12 落合 直哉 工学研究科機械システムデザイン工学専攻D1 井小萩敏明  

13 何   佳 工学研究科機械システムデザイン工学専攻D1 圓山重直  

14 山本 元貴 工学研究科機械システムデザイン工学専攻D1 井小萩利明  
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15 蒋  永剛 工学研究科ナノメカニクス専攻D3  江刺正喜 升谷五郎 

16 大見 敏仁 工学研究科ナノメカニクス専攻D2  横堀壽光 福西祐 

17 邵  川煜 工学研究科ナノメカニクス専攻D2 江刺正喜 升谷五郎 

18 李  栄敏 工学研究科ナノメカニクス専攻D1 小野崇人 澤田恵介 

19 木村 祐人 工学研究科ナノメカニクス専攻D1 徳山道夫  

20 張  志宇 工学研究科ナノメカニクス専攻D1   閻紀旺 西山秀哉 

21 PHAN ANH TUAN 工学研究科ナノメカニクス専攻D1 桑野博喜 升谷五郎 

22 水谷 公一 工学研究科ナノメカニクス専攻D1 厨川常元 西山秀哉 

23 豊田 篤 情報科学研究科システム情報科学専攻D3 大林茂  

24 米澤 誠仁 情報科学研究科システム情報科学専攻D3 大林茂  

25 候  蕾 情報科学研究科システム情報科学専攻D1 鏡慎吾 藤代一成 

26 鈴木 靖子 情報科学研究科応用情報科学専攻D3 藤代一成  

27 井上 大輔 情報科学研究科応用情報科学専攻D2 田所諭 藤代一成 
 

平成 21 年度は 18 名が採択された。 
 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員 

1 船川 幸寛 工学研究科航空宇宙工学専攻・D3 近野敦  

2 柴崎 陽介 工学研究科航空宇宙工学専攻・D3 上野和之  

3 中山 雅野 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 内山勝  

4 野村 勇樹 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 内山勝  

5 李 栄敏 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D2 小野崇人  

6 落合 直哉 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D2 井小萩利明  

7 山本 元貴 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D2 井小萩利明  

8 何 佳 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D1 圓山重直  

9 大見 敏仁 工学研究科ナノメカニクス専攻・D3 横堀壽光 福西祐 

10 水谷 公一 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 厨川常元 西山秀哉 

11 PHAN ANH TUAN 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 桑野博喜 升谷五郎 

12 磯野 晋 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 米村茂  

13 高桑 脩 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 祖山均 伊藤高敏 

14 金 宰煥 工学研究科量子エネルギー工学専攻・D3 四竃樹男 橋爪秀利 

15 荒井 翔悟   情報科学研究科システム情報科学専攻・D3 橋本浩一 浅井圭介 

16 豊田 篤 情報科学研究科システム情報科学専攻・D2 大林茂  
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17 井上 大輔 情報科学研究科応用情報科学専攻・D2 田所諭 大林茂 

18 呉 美瑛 環境科学研究科環境科学専攻・D1 川田達也 水崎純一郎 
 
平成 22 年度は 18 名が採択された。 

 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員 

1 野村 勇樹 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 内山 勝   

2 李 成基 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 内山 勝   

3 森澤 征一郎 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 大林 茂   

4 李 栄敏 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D3 小野 崇人  

5 山本 元貴 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D3 井小萩  利
明 

  

6 何 亮 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D1 小野 崇人   

7 清水 信 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D1 湯上 浩雄   

8 水谷 公一 工学研究科ナノメカニクス専攻・D3 厨川 常元 西山 秀哉 

9 村田 直一 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 三浦 英生 高木 敏行 

10 PHAN ANH TUAN 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 桑野 博喜 升谷 五郎 

11 五十嵐 誠 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 寒川 誠二   

12 磯野 晋 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 米村 茂   

13 金 于載 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 高 偉 澤田 恵介 

14 張 金婭 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 桑野 博喜 升谷 五郎 

15 呉 美瑛 環境科学研究科環境科学専攻・D2 川田 達也 水崎純一郎 

16 申 有哲 環境科学研究科環境科学専攻・D1 川田 達也 水崎純一郎 

17 小澤 桂 医工学研究科医工学専攻・D1 太田 信   

18 清水 康智 医工学研究科医工学専攻・D1 太田 信   

 
平成 23 年度は 28 名応募に対し、15 名採択された（1 名が辞退）。 

 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員 

1 野村 勇樹 工学研究科航空宇宙工学専攻・D3 内山 勝   

2 李 成基 工学研究科航空宇宙工学専攻・D2 内山 勝   

3 中野 壽彦 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 吉田 和哉   

4 大瀬戸 篤司 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 近野 敦  

5 冨岡 義弘 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 吉田 和哉  

6 浦本 翔平 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 升谷 五郎  

7 呉 孟鴻 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 内山 勝  
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8 朴 江 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D1 近野 敦   

9 伊藤 真澄 工学研究科機械システムデザイン工学専攻・D1 伊澤  精一

郎 
  

10 PHAN ANH TUAN 工学研究科ナノメカニクス専攻・D3 桑野 博喜 升谷 五郎 

11 磯野 晋 工学研究科ナノメカニクス専攻・D3 米村 茂   

12 呉 同 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 羽根 一博 高木 敏行 

13 須田 信一郎 工学研究科バイオロボティクス専攻・D1 芳賀 洋一 太田 信 

14 白 珊丹 工学研究科バイオロボティクス専攻・D1 久保 百司 宮本 明 

 
平成 24 年度は 40 名応募に対し、25 名採択された（4 名が辞退）。 

 氏 名 所属・学年 指導教員 副指導教員 

1 李 成基 工学研究科航空宇宙工学専攻・D3 内山 勝   

2 福田 和史 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 吉田 和哉  

3 阿部 浩司 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 滝田 謙一  

4 久保 徳嗣 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 滝田 謙一  

5 李 尚昱 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 滝田 謙一  

6 鵜飼 孝博 工学研究科航空宇宙工学専攻・D1 大林 茂  

7 王 芳 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D2 
雨澤 浩史  

8 伊藤 真澄 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D1 

福西 祐 
伊澤精一郎 

  

9 髙瀬 光一 
工学研究科機械システムデザイン工学専

攻・D1 
丸田 薫  

10 呉 同 工学研究科ナノメカニクス専攻・D2 羽根 一博 高木 敏行 

11 磯野 晋 工学研究科ナノメカニクス専攻・D3 米村 茂   

12 穂苅 遼平 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 金森 義明 高木 敏行 

13 浅沼 春彦 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 桑野 博喜 升谷 五郎 

14 包 忠青 工学研究科ナノメカニクス専攻・D1 桑野 博喜 升谷 五郎 

15 白 珊丹 工学研究科バイオロボティクス専攻・D1 久保 百司 高木 敏行 

16 須田 信一郎 工学研究科バイオロボティクス専攻・D2 芳賀 洋一 太田 信 

17 中野 裕士 工学研究科バイオロボティクス専攻・D1 小菅 一弘  

18 許 競翔 工学研究科バイオロボティクス専攻・D1 久保 百司 小原 拓 

19 柏崎 耕志 工学研究科バイオロボティクス専攻・D3 小菅 一弘 高木 敏行 

20 齋田 匡男 工学研究科バイオロボティクス専攻・D3 平田 泰久 高木 敏行 

21 米澤 直晃 工学研究科バイオロボティクス専攻・D3 小菅 一弘 高木 敏行 
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